
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

(資料)米国商務省資料より作成。 

米国経済の消費活動は、10 月に生じた品不足懸念に伴うクリスマス需要の前倒し等の反

動が生じ、前年比では依然高い水準を維持しているものの、11 月の拡大スピードはやや

鈍化している。但し、インフレ圧力増大の一方で雇用・所得環境は実質面を含めて極めて

強い状況にあり、コロナ感染拡大に対するワクチンや治療薬の効果等も含め強い基調には

変化はない。なお、原油価格の安定に伴いガソリンの消費等は落ち着いてきている。 
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朝日田コーポレーション 

●メールアドレス： info@sapporo-php.co.jp 

●ホーム ページ：http://www.sapporo-php.co.jp: 

 

 

 


